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    ポイント解説 

 

 原文に表があれば、何らかの形で点訳することを原則としますが、表中の数値や 

言葉など同じ内容が本文に示され、説明されていれば、省略する場合もあります。 

点訳するか省略するかは、表をよく読み、内容を理解した上で判断します。 

 

 

表の挿入箇所 

① 表は、本文でその内容に触れた箇所の直後の段落に入れることを原則としますが、原文・資料の

種類や内容によっては、見出しの区切りに入れる場合もあります。本文の記載と表の挿入位置が

離れる場合（２ページ程度以上）は、本文に表の記載ページを入れます。 

 

 ②本文との区別を明らかにするため、表の前後を枠線で囲んだりします。枠線で囲む場合は次のこ

とに注意します。 

 

 ａ．ページの最下行に、始まりの枠線だけ、あるいは表のタイトルまでしか書けない場合は、枠線から

次のページに移す。 

 ｂ．始まりの枠線上に、「表」や「表ｌ」などの語を入れてもよい（用例 1. 2.解答例 p111参照）。 

 ｃ．関連して連続する表は一つの枠に入れてもよい(p37「コラム」参照）。 

 ｄ．終わりの枠線は１行目に来てもよい。 

 

×                     〇 

                        


